
「
つ
な
ぎ
役
」と
し
て

　
相
談
に
応
じ
ま
す

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
、
児
童
福

祉
法
に
基
づ
き
児
童
委
員
を
兼
ね
る
た
め
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
区
域
を
受
け
持
ち
、
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
、
子
育
て
世
帯
な
ど
、
支

援
を
必
要
と
す
る
人
の
相
談
に
応
じ
、
市

や
関
係
機
関
と
の「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
悩
み
や
心
配
事
が
あ

る
と
き
は
、
ま
ず
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
具
体
的
な
活
動

・
相
談
や
支
援
、
調
査
活
動

・
活
動
の
記
録
と
報
告

・
地
域
福
祉
活
動

・�

生
活
福
祉
資
金
貸

付
事
業
の
申
し
込

み
手
続
き

・�

募
金
活
動
へ
の
協

力　
な
ど

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
主
任
児
童
委
員
へ

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
児
童
福
祉
に
関

す
る
関
係
機
関
と
、
児
童
委
員
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
委
員
の
活

動
に
対
す
る
支
援
や
協
力
を
行
い
ま
す
。

委
員
に
は

　
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す

委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
活
動
で

知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
行
政
か
ら
の
調
査
依
頼
に
対
し

て
、
個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
場
合
も
同
様
で
す
。

民
生
委
員
の
候
補
者
を

　
探
し
て
い
ま
す
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
候
補
者
が
見

つ
か
ら
ず
、
欠
員
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

に
支
障
が
出
る
た
め
、
委
員
を
早
急
に
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ふ
さ
わ
し
い

候
補
者
な
ど
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

居
住
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ

い
て
は
、
福
祉
課
ま
た
は
都
城
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局（
☎
25‒

２
１

２
３
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和４年12月１日、民生委員・児童委員および主任児童委員の３年に一度
の一斉改選が行われ、新しい委員が決定しました。今回は、地域住民に寄り
添いながら相談や支援活動を行い、誰もが安心して暮らすことができる地域
づくりに貢献する民生委員・児童委員について紹介します。

◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

地域の身近な相談相手
民生委員・児童委員

インタビュー

「住み続けている地元に恩返しがしたい」と
の思いで始めた民生委員・児童委員。活動
16年目を迎え、民生委員の仲間や地域の皆
さんをはじめ多くの友人ができるなど、「人と
人のつながり」が深まりました。
民生委員の活動は大変だと思われがちです

が、問題を1人で抱え込まず「つなぎ役」として
関係機関と連携することで、自分にできる範
囲で無理せず続けることができます。市民の皆
さんも、私たちの活動に理解をいただき、不
安や困りごとがあるときは気軽に相談ください。

都城市および高城地区
民生委員児童委員協議会
会長

坂元 京子さん
（高城町有水）

できる範囲で活動を続けることで、
自らの人生も豊かに。

インタビュー

こ
こ
で
の「
教
育
」
と
は
、
特
別
な
取

り
組
み
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
読
書
や
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
己
研
さ
ん
の

た
め
に
講
座
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
な

ど
に
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化

に
目
を
向
け
学
ぶ
こ
と
で
、ふ
る
さ
と「
都

城
」
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
を
指
し
て
い
ま

す
。「

都
城
教
育
の
日
」の
４
つ
の
柱

市
で
は
、
家
庭
や
学
校
、
社
会
で
の
学

び
や
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

次
の
４
つ
の
指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

①�

常
に
学
び
、
都
城
の
明
日
を
担
う「
人

財
」を
め
ざ
す

②�

自
分
を
振
り
返
り
、
学
び
合
い
、
認
め

合
い
、
助
け
合
い
、
平
和
で
豊
か
な
ま

ち
を
つ
く
る

③�

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
自
分
を

見
つ
め
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

行
動
す
る

④�

郷
土
の
歴
史
を
学
び
、
郷
土
を
愛
し
、

誇
り
を
持
て
る
人
と
な
る
努
力
を
す
る

三
味
線
・
語
り
・
人
形
が
一
体
と
な
り
、

物
語
を
演
じ
る
人
形
浄
瑠
璃
。
中
で
も
、

山
之
口
の
文
弥
節
人
形
は
、
哀
愁
を
帯
び

た
独
特
の
節
回
し
が
特
徴
で
、
国
の
重
要

無
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

麓
小
学
校
で
は
、
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
５
・

市
で
は
、
市
民
み
ん
な
で
よ
り
良
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
一
人
一
人
が「
学
び
」

に
つ
い
て
考
え
、
理
解
と
関
心
を
高
め
る

原
点
の
日
と
し
て
、
２
月
18
日
を「
都
城

教
育
の
日
」に
制
定
し
て
い
ま
す
。

「
都
城
教
育
の
日
」の
由
来

明
治
５（
１
８
７
２
）
年
２
月
18
日
、

当
時
の
都
城
県
の
参
事（
現
在
の
知
事
）

と
し
て
着
任
し
た
桂
久
武
が
、
県
を
治
め

る
に
当
た
り
３
つ
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
の
一
つ
に
、「
学
業
を
奨
励

し
て
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。「
都
城
教
育
の
日
」は
、
学
業

の
振
興
と
人
材
育
成
の
重
要
性
を
示
し
た
、

こ
の
方
針
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
深
め
る
学
び

「
都
城
教
育
の
日
」は
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
を
深
め
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
日
と

し
て
、
市
が
平
成
28
年
２
月
に
制
定
し
ま

し
た
。

２
月
18
日
は｢

都
城
教
育
の
日｣

　
◎
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課　
☎
23
－
９
５
４
３

次
世
代
へ
紡
ぎ
、伝
え
る
物
語

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
山
之
口
総
合
支
所
地
域
生
活
課　
☎
57
－
３
１
１
６

６
年
生
が
保
存
会
と
共
に「
人
形
浄
瑠
璃

伝
承
活
動
」
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
は
、
昨
年
６
月
か
ら
練
習
に
励

ん
で
き
た
児
童
ら
13
人
が
、「
出し

ゅ
っ
せ
か
げ
き
よ

世
景
清

～
大だ

い
仏ぶ

つ
殿で

ん
普ふ

請し
ん
の
段（
ち
ゅ
の
た
て
）」を

公
演
。
語
り
太
夫
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

【
定
期
公
演
】

◉
日
時　
３
月
12
日
㈰　
14
時
～

◉
場
所　
人
形
の
館（
山
之
口
町
山

之
口
２
９
２
１‒

１
）

◉
内
容　

娘
手
踊
り（
お
伊
勢
参

り
）、
出
世
景
清
～
大
仏
殿
普
請

の
段（
ち
ゅ
の
た
て
）、
出
世
景
清

～
阿
古
屋
住
家
の
段（
に
せ
ぶ
ん
）、

間あ
い

狂
言
～
東
岳
猪
狩（
ひ
が
し
だ
け

の
し
し
が
り
）

◉
費
用　
一
般
７
４
０
円（
５
３
０

円
）、
高
校
生
５
３
０
円（
３
３
０

円
）、小・中
学
生
３
３
０
円（
２
１
０

円
）

※（　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

練習に励む麓小学校５・６
年生の児童ら
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